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Abstract 

In this study, we investigated how the patients with atopic dermatitis think about cosmetics and make-up, by 

means of questionnaring. Most patients wear their make-up every day and carefully select cosmetics from the 

point vi巴wof safety. The patients expect their skin to be made beautiful by make-up. Sixty percent of patients are 

satisfied with their cosmetics, but they ar巴notsure of their make-up technique. In fact, 80% of patients hope to 

experience a make-up done by professional artist. Four patients received guidance on the make-up by a profes-

sional artist, and then took the psychological test called STAI (State-trait anxiety inventory) before and after the 

guidance including counseling・Asa result, the numerical value of state anxiety of all patients decreased in com-

parison with that before th巴guidance.Cosmetics seem to calm anxiety or give a feeling of satisfaction in their 

daily lives. For the better quality of life of atopic dermatitis patients, after-care including counseling system and 

good quality of cosmetics will be desirable in the future. 
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1. はじめに

最近では，保湿やスキンケアという言葉は一般に広

く浸透し，化粧品の効能や化粧方法が詳しく記載され

ている雑誌を多くみかける。化粧品は年々進化してお

り，皮膚科医が香粧品科学に学ぶ機会は増えている。

今回，QOLと化粧について考えるにあたり ，アトピー

性皮膚炎患者が今，化粧についてどう考えているのか，

どんな化中庄品を求めているかについてア ンケートを行、

い， 化粧がア トピー性皮膚炎患者の QOLにどのよう

な役割を果たしているのか検討した。

2. ア卜ビー性皮膚炎患者への化粧品と化粧に対する

アンケー卜

対象 ：東京女子医科大学皮膚科外来に通院中の，顔

面の皮疹が軽度の女性アトピー性皮膚炎患者54人と

した。年齢は 20～38歳，平均年齢は 27.3歳だった。

健常人コント ロールは，年齢をあわせた，病院内に勤

務する女性事務職員63人とした。

＊東京女子医科大学皮膚科
〒162-8888 東京都新宿区河田問 8-1

結果 ：口紅だけでも化粧をする習慣があるかの問い

には，「ときにする」を含めてso人，93% と多くの

アトピー性皮膚炎患者が 「する」と答えた （Fig.1）。

「ほとんどしない」と答えた 4人は，その理由に皮膚

症状が現在あるから，あわない化粧品が多いからと答

えた。これは健常人の化粧をしない理由とほとんどか

わらなかった。また，使用しているメ イク用品につい

ても健常人とあまり 差は認めなかった （Fig.2）が，

アトピー性皮膚炎患者で，下地ク リームの使用率が低

かったのは，かわりに医療用保湿剤や， 外用剤を使用

しているためと思われた。また，チークについては，

もともと赤みがあるので使わない，チークの附属のブ

ラシで， 産みがでるからという 意見がみられた。

化粧品の購入場所はカウ ンターで相談できる点でデ

パー トが72% と圧倒的に多かったのに対 して，健常

人ではドラッグストアが多 く， 購入場所も多岐にわた

っていた （Fig.3）。 また， 化粧品を購入するさいに気

をつけていることは，ア トピー性皮膚炎患者では 70

%が 「敏感肌用であることを確認」し，ついで48%
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